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全国共済農業協同組合連合会

経営管理委員会会長

ごあいさつ

市村　幸太郎

ごあいさつ
審 査 報 告

　平成２７年度 ＪＡ共済 全国小・中学生 第５９回書道コンクール・第４４回交通安全ポスターコンクールの審査結果
の概要についてご報告します。

【第５９回書道コンクールについて】
１．応募状況
　　条幅の部　　　　　　113,776点
　　 半紙の部　　　　　1,284,699点
　　 　  計  　　　　　  1,398,475点
　　 参加都道府県数　　　47都道府県
２．全国コンクール応募状況
　　条幅の部　　　　　　　　403点
　　 半紙の部　　　　　　　　417点
　　 　  計    　　　　　　　　820点
３．審査経過
　（1）第一次審査会
　　 応募作品の中から学年ごとに、条幅の部、半紙の部、各15点、計270点を選出した。
　（2）第二次審査会
　　 ①学年ごとに一次審査で選出された 15 作品のうち小学生は上位 8 作品を選定し、下位 7 作品は佳作とした。
 中学生は上位7作品を選出し、下位8作品は佳作とした。
　　 ②小学生の上位8作品と中学生の上位7作品は下記のように順位を付けた。
 小学生は、上位7作品を上から順に1位→大賞　2位→全中会長賞またはちゃぐりん賞の各候補
 3位→金賞　4・5位→銀賞　6・7・8位→銅賞とした。
 中学生は、賞の繰り上がりがおこる為、銀賞と銅賞及び佳作に順位を付け、1位→大賞または全中会長賞
 2位→ちゃぐりん賞または金賞　3位→銀賞1位　4位→銀賞2位　5位→銅賞1位　6位→銅賞2位
 7位→銅賞3位　8位→佳作1位　15位→佳作次点とした。
　（3）最終審査会
　　 ①中学生・小学生高学年・中学年・低学年の順に、条幅の部・半紙の部の順に各賞の選定を行った。
　　②中学生は、各学年のちゃぐりん賞または金賞候補3点から最もすぐれた作品をちゃぐりん賞とし、
 選ばれた学年は以下、銀賞1位を金賞、銅賞1位を銀賞、佳作次点を佳作と繰り上げた。
 それ以外の学年は、2位→金賞　3・4位→銀賞　5・6・7位→銅賞　8～14位→佳作とした。
 また、各大賞候補3点から大賞を選定し、大賞とならなかった作品を全中会長賞とした。
 その後、大賞２点からそれぞれ農林水産大臣賞1点、文部科学大臣賞1点を選定した。
　　 ③小学生は、区分ごとに全中会長賞またはちゃぐりん賞候補2点からそれぞれの賞を選定し、
 その後、大賞2点からそれぞれ農林水産大臣賞、文部科学大臣賞を選定した。

【第４４回交通安全ポスターコンクールについて】
１．応募状況
　　小学生の部　　126,623点
　　 中学生の部　　  37,860点
　　 　　計　　　　164,483点
　　 参加都道府県数　47都道府県
２．全国コンクール応募状況
　　小学生の部　　　　　236点
　　 中学生の部　　　　　114点
　　 　　計　　　　　　　350点
３．審査経過
　（1）第一次審査会
　　規則に則り、交通法規の誤りおよび特定商標描写の有無等について審査した。
　（2）第二次審査会
　　 応募作品の中から学年ごとに15点ずつ選出し、その中から大賞1点、大賞またはちゃぐりん賞候補1点、 
　　 金賞1点、銀賞2点、銅賞3点を選定し、残り7点を佳作とした。
　（3）最終審査会
　　 ①第二次審査で選出された、「大賞またはちゃぐりん賞候補（9点）」の中から、区分ごとに大賞を1点ずつ 
 計 3点を選定して小学生低学年（1～3年生）4点、小学生高学年（4～6年生）4点、中学生（1～ 
 3 年生）4点を大賞とし、大賞とならなかった作品（6点）をちゃぐりん賞とした。
　　②上記①で選出された大賞から、各賞（内閣府特命担当大臣賞・農林水産大臣賞・警察庁長官賞・文部科 
 学大臣賞）を選定した。
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小・中学生の皆さんの豊かな心が伝わる生き生きとした作品と対面できて嬉しく思います。JA 共

済全国小・中学生書道コンクールは、質の高さ、内容、数量ともに日本一のコンクールとして広く

知られています。今回も期待どおりの力作ぞろいで、皆さんの熱意と努力の結晶とでもいうべき素

晴らしい作品が全国各地から集まりました。審査会場に集結した皆さんの作品は、JA 共済の万全の

準備と正確な記録、円滑な進行の下で大切に取り扱われ審査は厳正、慎重に緊張感の中で、第一次、

第二次審査、最終審査の順で行われました。

受賞された作品は、審査員全員から高い評価を得て、合議により選出決定されたものです。皆さ

んが一生懸命に作品に取り組み、筆をもつ姿が目に浮かんできて深く感銘を受けました。

審査総評〈書道〉 � 審�査�員�長
日�展�理�事  新

あ ら

井
い

 光
こう

風
ふ う
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『ゆめみたい』
「すごいしょうにえらばれたよ」って、きいたときはびっ
くりしました。せんせい、パパやママ、おじいちゃんおば
あちゃん、みんなよろこんでくれてわたしもうれしくなり
ました。なつ休みにきょうしつのおともだちといっぱいれ
んしゅうをしました。わたしは「は」のまわるところがか
けなくて、じょうずなおともだちの字を見せてもらいまし
た。しゅう字のせんせいにもたくさんおしえてもらって、
すこしずつかけるようになりました。せんせいに「そのちょ
うし」といわれ、うれしくなってまたがんばれました。し
んどかったけどまたれんしゅうをしてじょうずな字がかけ
るようになりたいです。

『夢のような受賞』
ぼくは、大きい紙に自分らしく書くのが好きです。今年
は、「よしやるぞ。」と思い元気にのびのびと書こうと思い
ました。でも何度書いても思った通りに出来なくて、もう
書きたくないとくやしなみだが出る日もありました。そん
な時習字の先生や、家族がおうえんしてくれたのでがんば
ることができました。一文字一文字ていねいに練習しまし
た。その結果が農林水産大臣賞という、すごい賞になって
びっくりしました。これからも、この賞を自信にして書い
ていきたいです。ありがとうございました。

◀
一
筆
一
筆
丁
寧
な
書
き
方
で
、
線
が
美
し
い
。
紙
面
が
明
る
く
爽
や
か
で
澄
ん
で
い
ま
す
。
ま
さ
に
美
し
い
空
を
見
る

が
ご
と
き
思
い
が
し
ま
す
。
名
前
も
よ
く
書
け
ま
し
た
。

◀
豊
か
な
伸
び
伸
び
し
た
線
で
、
紙
い
っ
ぱ
い
に
元
気
が
あ
ふ
れ
、
生
き
生
き
し
て
い
ま
す
。
一
本
一
本
の
線
が
力
強
く

気
持
ち
が
大
き
く
、
文
字
が
堂
々
と
し
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
・
羽
生
市
立
羽
生
北
小
学
校
４
年 

岡
田　

航
平

和
歌
山
県
・
紀
美
野
町
立
下
神
野
小
学
校
１
年 
岡
本　

実
穏

入賞作品 農林水産大臣賞 ●条幅の部 講評：新井　光風
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『心正しければ筆正し』
農林水産大臣賞。このような素晴らしい賞をいただけた
こと、本当に嬉しく思い、心からお礼申し上げたいと思い
ます。
僕は今に至るまでたくさんの方々にお世話になりました。
その中でも一番大きかったのは、僕の書道の先生の存在で
した。
先生には、たくさんのことを教わりました。その中で最
も大切にしたことは、「心正しければ筆正しい」という言葉
でした。この言葉は、文字を清く書くには心が正しくなけ
ればいけない、という意味のものです。今回の作品も、心
を込め、一文字一文字書きました。
今までに学んだたくさんのことを生かし、書道を続けて
いきたいと思います。

『努力すれば夢は叶う』
今回の「農林水産大臣賞」受賞を校長先生から校長室で
聞きました。その瞬間、夢のような気持ちになりました。
校長室を出て教室に戻る間、気付くとうれしさで何度も何
度も飛びはねていました。　
この賞をとった先輩を目標に、少しでもお手本に近づけ
られるように、そしてその中にも個性を出せるように、夜
おそくまであきらめずに練習を続けました。そして自分で
も納得するこの作品を書き上げることができました。努力
すれば、夢は叶うと改めて感じ、この受賞は自分の自信に
つながりました。
このすばらしい賞をいただくことができたのも、夜おそ
くまで、熱心にご指導してくださった書道の先生や、いつ
も支えてくれた家族のおかげだと感じています。この喜び
を忘れず、大きな目標や夢を持って、書道を続けていきた
いと思います。

山
梨
県
・
笛
吹
市
立
境
川
小
学
校
６
年 

宮
川　

ひ
よ
り

◀
筆
力
と
張
り
の
あ
る
線
で
力
強
く
、
文
字
の
形
、
字
配
り
が
美
し
く
整
っ
て
い
て
素
晴
ら
し
い
。
心
の
豊
か
さ
と
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
を
感
じ
る
作
品
で
す
。
名
前
も
見
事
。

茨
城
県
・
水
戸
市
立
第
四
中
学
校
３
年 

岡
田　

慎
太
郎

◀
一
点
一
画
の
筆
遣
い
を
よ
く
勉
強
さ
れ
、
構
成
的
に
全
体
が
充
実
し
た
立
派
な
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
墨
量
豊
か

な
潤
い
の
あ
る
線
で
、
生
き
生
き
し
て
い
ま
す
。

●●条幅の部



5

書
道
コ
ン
ク
ー
ル

第
59
回

『さいごの一まい』
がんばって書いた「みどり」に名前を書こうとした時、すみ
が半紙にポタンとおちてしまいました。
「もう一度書きなおし！自分がしっぱいしたのだから、なか
ないでがんばれ。」と、お母さんに言われました。わたしは、つ
かれていたし、ねむかったのでつらい気もちになり、なみだが
あふれてきました。それでもがんばって書きました。「さっきの
字よりうまく書いてやるぞ。」と思いながらゆっくり書きまし
た。そして、がんばって書いたさい後の一まいが「のう林水さ
ん大じんしょう」にえらばれました。わたしは、「あの時がんばっ
てよかった。」と思いました。
これからもいっぱいれんしゅうして、見る人から「いいねぇ」
と言われるような字を書きたいです。

『たくさんの人がよろこんでくれた賞』
わたしは校長室によばれてこの賞のことを教えていただきま
した。最初は本当かな？と思っていたけどだんだんうれしなみ
だがこみ上げてきました。
わたしは夏休みの間一生けん命練習しました。先生に文字の
太い所や細い所に気をつけて書くと文字が生き生きして見える
よ、と言われたのでそこを注意して書きました。なかなかうま
く書けないときもあったけど先生に教えていただきながら、た
くさん練習しました。この賞をとることを目標に熱心に教えて
くださった先生に感しゃしています。
これからもきれいな字が書けるようにたくさん練習します。

広
島
県
・
呉
市
立
川
尻
小
学
校
４
年 

竹
内　

優
希

山
形
県
・
鶴
岡
市
立
羽
黒
第
三
小
学
校
２
年 

渡
部　

未
蘭

▼明快な歯切れのいい線で躍動感があり、
大きさと広がりを感じます。一点一画の
筆遣いに神経が行き届き、文字が美しく
まとまっています。名前も立派。

▼紙いっぱいに力があふれ、広々とした
心の豊かさが伝わってくる作品です。一
生懸命な気持ちが紙の隅々にまで行き
渡っていて素晴らしい。

●●半紙の部農林水産大臣賞 講評：新井　光風
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愛
知
県
・
小
牧
市
立
北
里
小
学
校
５
年 

打
田　

初
規

茨
城
県
・
か
す
み
が
う
ら
市
立
霞
ヶ
浦
中
学
校
３
年 

大
川　

真
輝

『感謝』
中学生最後の年に、二度目となる「農林水産大臣賞」を受賞
することができ、喜びと感謝の気持ちで胸がいっぱいです。
書道を始めて十年。集大成となるように取組んだ今回の課題
は、とても難しく受験勉強との両立は本当に大変でした。それ
でも先生の熱心なご指導のおかげで、最後には「自分にはこれ
以上の作品は書けない」と言いきれるほど、納得のいく作品が
書けました。
五歳の時から指導をしてくださった先生、応援してくださっ
た校長先生、担任の先生、ずっと支えてくれた家族に、心から
感謝しています。本当にありがとうございました。

『自信を持てるものができた』
「農林水産大臣賞」こう発表された時、おどろきでいっぱい
でした。時間がたってすばらしい賞をいただいた事を実感しま
した。本当にうれしかったです。
夏休みは、毎日習字を練習しました。うまく書けずに悔しい
思いをした時もありましたが、がんばって努力して本当に良
かったです。
私は今まで、色々な事を自信を持ってやる事ができませんで
した。けれど、この賞をいただいた事で自信を持ってできるも
のができたと思います。これは、熱心にご指導していただいた
先生や、がんばろうと習字を書く気持ちにさせてくれた家族の
おかげです。
それから、一緒に練習をがんばった友達もいたから私もがん
ばれたのだと思います。
努力をすれば、こんなすばらしい賞をとれるという事がわか
りました。ありがとうございました。

▼力強く重量感のある線で、紙面いっぱ
いにエネルギーがあふれ生き生きしてい
ます。確かな筆遣いで四文字の構成に隙
がなく堂々としています。

▼筆の動きが自然で落ち着きがあり、穏
やかな気持ちが伝わってくるいい作品で
す。安定した確かな技法で、難しい繁画
の文字が美しくまとまっています。

●●半紙の部
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『がんばってよかった』
ぼくがしゅう字をはじめたのはお兄ちゃんがならってい
たからです。お兄ちゃんみたいに上手になりたいと思った
からです。
「あゆみ」は夏休みに何回もれんしゅうしました。うま
く書けなくて、かなしくなってなみだが出た時もありまし
た。おかあさんとけんかになった時もありました。でもい
つもお兄ちゃんがはげましてくれて、がんばってれんしゅ
うすることができました。
学校で先生から「文ぶ科学大じんしょうだよ、おめでと
う。」と言われたときはとてもびっくりしました。今はすこ
しきんちょうしていますが、これからもがんばってれん
しゅうして、もっと上手になりたいと思います。　
いつもていねいにおしえてくれる先生、しょうをくだ
さった先生がた、ありがとうございました。

『目標に向かって』
「文部科学大臣賞」受賞の知らせを聞いた時、夏休みに
一生けんめい練習した事を思い出しました。三年前にお姉
ちゃんが受賞したので、私も入賞を目ざして毎年がんばっ
てきました。
「のびる力」の「る」という字は、習字であまり書いた
事がなかったので形がうまくとれませんでした。同じ字を
たくさん練習しました。上手に書けなくてくやしくて泣き
ながら書いた時もありましたが、今回受賞できた事で、目
標を持って取りくむということの大切さを学びました。
いつも優しく教えていただいた先生、ありがとうござい
ました。これからも大好きな習字をがんばって続けていき
たいです。

青
森
県
・
青
森
市
立
本
郷
小
学
校
２
年 
鎌
田　

泰
輔

千
葉
県
・
館
山
市
立
九
重
小
学
校
３
年 

池
田　

希
帆

◀
文
字
ど
お
り
、「
の
び
る
力
」
を
感
じ
さ
せ
る
、
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。
ひ
ら
が
な
は
曲
線
が
多
く
、
筆
の
浮
き
沈
み

を
こ
れ
ほ
ど
見
事
に
表
現
で
き
た
作
品
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◀
紙
い
っ
ぱ
い
に
、
力
強
く
、
元
気
が
あ
ふ
れ
た
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
で
す
。
筆
遣
い
の
正
し
さ
に
も
、
練
習
の
成
果

が
よ
く
出
て
い
ま
す
。
書
道
が
大
好
き
で
す
ね
。

●条幅の部文部科学大臣賞 講評：杭迫　柏樹 ●
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『あきらめないでできた事』
私は、四才から書道を始めました。最初はお姉ちゃんが
習うから一緒に行くだけでしたが、だんだんやっていくう
ちに習字が好きになりました。たくさん書いてもうまくい
かない時は、くやしくて涙がこぼれることもありました。
時々はやめたいと思うこともあったけど、母にはげまされ
七年間続けることができました。
あきらめないで続けた結果、このようなす晴らしい賞を
いただけたと思います。
毎日指導してくださった先生方、影で支えてくれた家族
に感謝しています。
ありがとうございました。

『感謝』
「すごい。」ホームルームの時間に担任の先生から発表が
あり、クラスのみんなが言ってくれました。私は驚きのあ
まり状況がのみこめませんでしたが、時間が経つにつれ、
大変光栄な賞をいただいたのだと胸が熱くなりました。
私が受賞することができたのも、習字の先生や学校の先
生の指導と、支えてくれた家族のおかげだと思います。
これからも、感謝の念を忘れることなく、練習に励みた
いです。

奈
良
県
・
大
淀
町
立
大
淀
中
学
校
１
年 

森　

怜
麻

沖
縄
県
・
那
覇
市
立
泊
小
学
校
５
年 
佐
藤　

遥
香

◀
堂
々
た
る
快
作
。
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
さ
と
い
い
、
力
を
内
に
こ
め
る
姿
勢
は
、
ま
さ
に
「
不
断
の
努
力
」
を
感
じ

ま
す
。
中
学
、
高
校
と
さ
ら
に
精
進
し
て
く
だ
さ
い
。

◀
全
体
に
み
な
ぎ
る
力
、
基
本
点
画
の
確
か
な
、
四
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
も
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
で
す
。
こ
と
に
、
起
筆
、

収
筆
の
見
事
さ
に
、
練
習
量
の
多
さ
と
「
書
道
大
好
き
」
を
感
じ
ま
す
。

●●条幅の部
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書
道
コ
ン
ク
ー
ル

第
59
回

『びっくり！』
なつ休みに、しゅうじをかいたら、文ぶかがく大じんしょう
にえらばれました。ぜんこくでえらばれてびっくりしました。
おかあさんに、きいたら「すごい、すごい」と、いわれてう
れしかったです。
まさか、えらばれるとおもっていなかったので、ほんとうに
うれしかったです。
ようちえんの年ちょうからしゅうじをならいはじめて一年せ
いのなつ休みはいっぱいれんしゅうをしました。
またらい年も、しょうをとれるように、これからもいっぱい
れんしゅうをしたいとおもいます。

『これからもがんばりたい』
わたしが書いた「ともだち」が、文部科学大じん賞をもらっ
たと聞いて、はじめはよく分からなかったけど、お父さんとお
母さんが「すごいね。」と言ってほめてくれたので、うれしかっ
たです。そして、おじいちゃんやおばあちゃんも「おめでとう。
すごいね。練習頑張ったもんね。」と言ってくれたので、やっぱ
りすごい賞をもらったんだなと思いました。「ともだち」で一番
むずかしかった字は、「だ」です。なぜかというと、名前が大き
く書けなくなりそうで、二画目を元気よく書く事が出来なかっ
たからです。何枚も何枚も練習してうまく書けた時は、「よしっ」
と思いました。これからも妹といっしょに頑張って練習をして
もっともっとうまくなりたいです。

宮
崎
県
・
西
都
市
立
妻
北
小
学
校
３
年 

本
部　

千
尋

大
阪
府
・
堺
市
立
東
深
井
小
学
校
１
年 

田
中　

希
空

▼正しい筆遣いで、くっきりと、真面目
に、しかも、どこもぶつからず、紙いっ
ぱいに書け、頭のよさを感じる、素晴ら
しい作品です。名前も漢字で見事です。

▼子どもらしい、かわいさと、素直さが
紙全体にあふれています。名前も顔が浮
かんでほほえましいです。紙いっぱいに
書けたのが素晴らしいですね。

文部科学大臣賞 ●半紙の部 講評：杭迫　柏樹 ●
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『感謝、感謝』
表彰式の最後、おどろきとうれしさと疑いで気持ちが混乱し
てしまいました。「文部科学大臣賞」で自分の名前が呼ばれ、頭
が真っ白になりましたが、夢が叶ったと喜びに変わりました。
夏休みの練習を思い出しました。全国で賞をとりたいという
気持ちを胸に、毎日毎日、練習に励んできました。うまく書けず、
くやしくて泣いた日もありました。だけど、母はそんな私に、
いつも横で指導してくれました。応援してくださった、学校の
先生、習字の先生、父、母にも感謝の気持ちを伝えたいです。
私は、書道を通してあきらめないという気持ちの大切さを学
びました。小学校最後の年に、このようなすばらしい賞をいた
だき、本当にありがとうございました。これからも、今以上に
努力し、書道をがん張っていきます。

『文部科学大臣賞を受賞して』
「文部科学大臣賞」という名誉ある賞をいただき、嬉しく思
います。
この「自然保護」は四文字のバランス、リズム感、勢いのあ
る線が出せる様に、一筆一筆丁寧に書きました。でも、思い通
りに筆が運べず、心が折れそうになりました。そんな時、同じ
目標に向かって一緒に頑張る妹の姿を見て、私も負けてはいら
れないと、気持ちを奮い立たせ、納得がいく作品を仕上げるこ
とができました。
これも、ご指導して下さった先生方、練習する環境を与えて
くれた家族のおかげだと心から感謝しています。本当にありが
とうございました。

　数量ともに日本一を誇る書道コンクー
ル。その力作ぶりは、書いている姿が目に
浮かんできます。また、すきまを活かして
入れた名前の工夫も感心しました。
　「文字の美しさは一国の文化のバロメー
ター」です。がんばりましょう。
� （日展会員　杭迫　柏樹）

静
岡
県
・
牧
之
原
市
立
相
良
中
学
校
２
年 

矢
部　

安
佳
里

静
岡
県
・
焼
津
市
立
焼
津
西
小
学
校
６
年 

入
倉　

芽
生

▼大らかな心の持ち主でしょう。流水の
ように、行書の素直な筆遣いで、無理な
く紙いっぱいに展開しているところは見
事というほかありません。

▼力いっぱいに、正しい筆遣いで堂々と
書けて素晴らしい出来栄えです。素直さ
と明るさが紙いっぱいに広がり、一層魅
力を引き立てています。

●●半紙の部



11

書
道
コ
ン
ク
ー
ル

第
59
回

ＪＡ全中会長賞

◀
紙
い
っ
ぱ
い
に
伸
び
伸
び
と
書
け
て
い
ま
す
。
線
質
も
爽
や
か
で
気
持
ち
が
よ

い
で
す
。
畑
の
中
で
元
気
に
と
び
ま
わ
る
子
ど
も
達
を
思
い
浮
か
べ
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。

◀
堂
々
と
書
け
て
い
ま
す
。
全
体
の
大
き
さ
の
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
名
前
も
立
派
に

書
け
、
位
置
も
大
変
よ
い
で
す
。

◀
漢
字
も
か
な
も
調
和
し
て
紙
い
っ
ぱ
い
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
特
に
「
空
」
の

字
は
見
事
で
す
。
清
ら
か
な
美
し
い
空
そ
の
も
の
で
す
ね
。

◀
線
質
が
温
か
く
、
ゆ
っ
た
り
し
た
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
落
款
も
よ
く
調
和
し

て
い
ま
す
。
文
意
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
で
心
な
ご
み
ま
す
。

福
島
県
・
南
会
津
町
立
南
郷
小
学
校
１
年

星　

亮
輔

和
歌
山
県
・
和
歌
山
市
立
直
川
小
学
校
５
年

大
浦　

侑
季

兵
庫
県
・
神
戸
市
立
長
坂
小
学
校
４
年

小
川　

倖
平

愛
媛
県
・
今
治
市
立
立
花
中
学
校
２
年

平
岡　

紗
椰

●条幅の部 講評：星　弘道 ●
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宮崎県・宮崎市立西池小学校６年

小宮　まゆり
東京都・青梅市立第二中学校１年

髙橋　華楓

愛媛県・今治市立立花小学校２年

阿部　琴美
沖縄県・南風原町立北丘小学校４年

林　美希

▼素直な線質、穏やかな表現で気
持ちの良い作品です。四文字の配
字もうまく余白も生かし明るい作
品です。

▼難しい課題ですが、しっかりし
た線で生き生きと書けています。
名前も伸びやかにバランスも大変
よく整っています。

▼しっかりした筆法で大変美しく
書けています。ゆるぎないタッチ
は大人の人でも書けないような作
品です。練習の成果があらわれて
います。

▼本文も名前も実に見事に書けて
います。このように完成度が高い
作品を書くには、常日頃よっぽど
練習したのでしょう。立派です。

●半紙の部 ●

　

書
は
、
線
の
表
現
で
す
が
皆
さ
ん
の
作
品
を

見
て
一
番
感
じ
る
こ
と
は
、
堂
々
と
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
巧
く
書
こ
う
と
思

い
過
ぎ
る
と
こ
の
よ
う
に
い
か
な
い
も
の
で

す
。「
書
は
人
な
り
」
と
い
い
ま
す
が
皆
さ
ん

達
の
気
持
ち
が
よ
く
心
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

�

（
日
展
理
事
　
星
　
弘
道
）
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書
道
コ
ン
ク
ー
ル

第
59
回

家の光協会会長賞・
ちゃぐりん賞

◀
一
本
一
本
の
線
は
気
の
抜
け
た
も
の
は
な
く
、
非
常
に
強
い
線
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ひ
ら
が
な
の
曲
線
も
上
手
に
表
現
さ
れ
、
温
か
み
の
あ
る
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◀
線
に
非
常
に
充
実
感
の
あ
る
作
品
で
す
。
楷
書
で
あ
り
な
が
ら
動
き
の
あ
る
線
で
書

か
れ
た
字
は
、
作
品
全
体
に
躍
動
感
を
印
象
づ
け
て
い
ま
す
。
名
前
の
筆
遣
い
も
立

派
で
す
。

◀
線
の
躍
動
感
が
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。
ひ
ら
が
な
の
曲
線
を
う
ま
く
書
き
上
げ
、

ま
た
力
強
い
線
が
作
品
に
迫
力
を
与
え
て
い
ま
す
。
好
感
の
持
て
る
作
品
で
す
。

◀
楷
書
の
基
本
点
画
を
し
っ
か
り
捉
え
、
字
の
大
き
さ
や
名
前
の
入
れ
方
は
、
作
品
全

体
に
美
し
い
ま
と
ま
り
を
生
ん
で
い
ま
す
。
強
い
線
も
練
習
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

山
梨
県
・
甲
府
市
立
貢
川
小
学
校
２
年

諏
訪
部　

結
理
奈

群
馬
県
・
前
橋
市
立
原
小
学
校
６
年

小
林　

凜
華

和
歌
山
県
・
新
宮
市
立
三
輪
崎
小
学
校
３
年

前
田　

耀
斗

沖
縄
県
・
那
覇
市
立
上
山
中
学
校
３
年

豊
平　

か
ず
な

●条幅の部 講評：髙木　聖雨 ●
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書
道
は
日
本
が
世
界
に
誇
る
べ
き
伝
統
文
化

で
す
。
今
、
皆
さ
ん
が
学
ん
で
い
る
書
道
は
、

過
去
の
人
々
が
脈
々
と
受
け
継
い
で
き
た
文
化

で
あ
り
、
皆
さ
ん
が
未
来
へ
繋
げ
て
い
く
文
化

で
す
。
書
道
文
化
の
益
々
の
発
展
は
、
皆
さ
ん

の
手
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

（
日
展
会
員 

大
東
文
化
大
学 

教
授
　
髙
木
　
聖
雨
）

▼楷書の構造性とひらがなの流れ
るような線がうまく調和し、作品
全体が明るい作品となっています。
日々の練習と努力を見る人に感じ
させる秀作です。

▼行書の動きのある線をしっかり
掴んでいます。楷書から発展して
書いたであろうこの作品は、字が
それぞれ堂々としており、力強い
作品となっています。

長崎県・佐世保市立広田小学校５年

荒木　勇太
青森県・弘前市立第一中学校３年

水木　玲斗

福岡県・行橋市立行橋小学校１年

荒谷　成美
大阪府・堺市立東陶器小学校３年

福永　梨乃

▼作品のまとめ方が非常に上手で
す。本文と名前の調和、線の動き
と力強さ、それらが巧みに合わさ
れ、作品が充実しています。基本
を押さえている証拠だと思います。

▼ひらがなの動きが卓越していま
す。しかもすべての線が力強く、
作品全体に充実感を与えています。
名前は特に立派で、作品によく
合っています。

●半紙の部 ●
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書
道
コ
ン
ク
ー
ル

第
59
回◀

ひ
ら
が
な
三
文
字
の
使
い
と
字
形
が
丁
寧
に
、
し
っ
か
り
と
書
け
た
見
事
な
作
品

で
す
。
特
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
の
線
の
質
が
大
変
充
実
し
て
い
て
素
晴
ら
し
い

で
す
。

愛
知
県
・
岩
倉
市
立
岩
倉
北
小
学
校
２
年 

髙
嶋　

彩
紗

静
岡
県
・
牧
之
原
市
立
地
頭
方
小
学
校
５
年 

永
井　

美
羽

和
歌
山
県
・
岩
出
市
立
上
岩
出
小
学
校
４
年 

福
井　

有
香

群
馬
県
・
前
橋
市
立
原
小
学
校
３
年 

小
林　

兜
真

茨
城
県
・
笠
間
市
立
岩
間
第
一
小
学
校
１
年 

い
け
の
う
え　

の
の
は

◀
大
き
く
、
ゆ
っ
た
り
と
筆
を
運
ん
で
、
ま
る
で
美
し
い
空
を
飛
ん
で
い
る
鳥
の
気

持
ち
に
な
っ
て
書
か
れ
た
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

字
形
も
大
変
よ
い
作
品
で
す
。

◀
し
っ
か
り
と
し
た
筆
遣
い
が
全
体
を
貫
き
、
だ
ん
だ
ん
画
数
が
少
な
く
な
る
漢
字

と
ひ
ら
が
な
の
「
な
」
が
よ
く
調
和
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
心
も
よ
く
通
っ
て

見
事
な
作
品
で
す
。

◀
こ
の
課
題
語
句
の
「
の
び
る
力
」
の
言
葉
の
よ
う
に
ま
さ
に
伸
び
や
か
な
筆
遣
い

で
、
ひ
ら
が
な
と
漢
字
の
字
形
も
素
晴
ら
し
く
、
明
る
く
て
、
力
強
い
作
品
に
な

り
ま
し
た
。

◀
大
き
な
筆
を
し
っ
か
り
持
っ
て
、
一
筆
一
筆
心
を
こ
め
て
、
一
生
懸
命
書
い
た
よ

う
す
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

ＪＡ共済連会長賞・金賞 ●条幅の部 講評：長野　秀章 ●
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第
59
回
の
開
催
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
わ

が
国
に
こ
の
よ
う
な
多
数
の
作
品
が
参
加
さ
れ
る
コ
ン

ク
ー
ル
は
他
に
類
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
質
に
お
い
て

も
毎
年
そ
の
充
実
ぶ
り
は
日
本
の
書
き
初
め
と
い
う
伝

統
文
化
を
し
っ
か
り
継
承
し
て
い
る
国
民
的
事
業
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
、
特
に
入
選
、
入
賞
さ
れ
た
児
童
、
生
徒
の
皆

さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
な
文
化
事
業
で
評
価
さ
れ
た
こ
と

を
誇
り
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
筆
の
伝
統
文
化
を
継
承

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
東
京
学
芸
大
学 

名
誉
教
授
　
長
野
　
秀
章
）

◀
丁
寧
な
筆
の
運
び
で
正
確
な
行
書
の
理
解
、
字
形
と
相
ま
っ
て
大
変
落
ち
着
い
た

安
定
感
あ
ふ
れ
る
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
、
こ
の
行
書
力
を

持
ち
続
け
て
く
だ
さ
い
。

◀
行
書
の
技
能
が
し
っ
か
り
身
に
つ
き
全
体
が
一
貫
し
た
表
現
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

作
品
に
な
り
ま
し
た
。特
に
次
の
画
に
つ
な
が
る
筆
の
運
び
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。

◀
一
画
一
画
の
力
が
内
に
こ
も
り
、
表
現
し
よ
う
と
す
る
気
迫
が
こ
ち
ら
に
し
っ
か

り
と
伝
わ
る
作
品
に
な
り
ま
し
た
。
心
、
技
、
体
が
ま
さ
に
一
体
と
な
っ
た
見
事

な
作
品
で
す
。

◀
い
わ
ゆ
る
一
点
一
画
の
筆
さ
ば
き
が
素
晴
ら
し
く
、
太
め
の
線
が
作
品
全
体
を
力

強
い
も
の
に
し
て
い
ま
す
。
画
や
線
が
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
所

も
見
事
で
す
。茨

城
県
・
つ
く
ば
市
立
谷
田
部
小
学
校
６
年 

栗
原　

千
愛

岩
手
県
・
盛
岡
市
立
北
陵
中
学
校
２
年 

瀬
川　

菜
月

山
梨
県
・
甲
斐
市
立
双
葉
中
学
校
３
年 

飯
田　

亜
矢

茨
城
県
・
水
戸
市
立
見
川
中
学
校
１
年 

武
藤　

理
歩

●●条幅の部



17

書
道
コ
ン
ク
ー
ル

第
59
回

ＪＡ共済連会長賞・金賞 ●半紙の部 ●

▼一年生とは思えない素晴らしい
筆遣いで、紙面いっぱいに堂々と
書かれています。「や」の一筆目の
回転、「ま」の結びも見事です。学
年と氏名も余白を上手に使ってバ
ランスよくまとめています。

▼筆の勢いとリズムを感じさせる
素晴らしい作品です。生き生きと
した筆遣いで書かれています。文
字を半紙いっぱいに堂々とまとめ、
一生懸命書く姿が目に浮かんでき
ます。

▼四文字を紙面にぴったりと収め、
余白がとてもきれいな作品となり
ました。筆の弾力を生かしながら、
リズムに乗って書かれています。
始めから終わりまで集中力がとぎ
れることなく筆を運んでいます。

▼リズミカルな筆遣いで書かれ、
安定感と広がりが感じられる作品
となりました。漢字とひらがなが
良く調和しており、紙面全体に対
する文字の配列がとても良くでき
ています。

山梨県・身延町立下部小学校１年

竹内　こゆき
茨城県・茨城町立長岡小学校２年

の村　ゆうと
千葉県・白子町立白潟小学校３年

古山　温大

茨城県・筑西市立新治小学校５年

早瀬　陽菜

講評：加藤　泰弘
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青森県・青森市立南中学校２年

佐藤　敬太
愛媛県・今治市立日吉中学校３年

近藤　亜紀

長崎県・佐世保市立 園小学校６年

浦川　七海
愛知県・豊田市立若園中学校１年

蓑島　歩珠

▼筆をおろしてから一貫した流れ
で書ききっている見事な作品です。
筆遣いが安定していて余裕があり、
豊かさを感じさせます。文字の配
列も見事で余白が生き生きとして
います。

▼行書の筆遣いがしっかりしてい
て、スケールの大きな作品となり
ました。筆勢があり、点画のつな
がりを感じさせます。画数の多い
漢字を紙面全体に実に見事に収め
ています。

▼行書の特徴を良く理解し、リズ
ミカルな筆遣いで書かれた見事な
作品です。筆の弾力を上手に使い、
筆勢を感じさせます。紙面全体に
対する文字の配列も素晴らしい。

▼一点一画の隅々まで気持ちが行
き届いて見事な作品となりました。
ゆったりとした筆遣いで、伸びや
かな書きぶりです。漢字とかなを
紙面にバランスよくまとめました。

　

入
選
、
入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
点

画
の
隅
々
ま
で
気
持
ち
が
行
き
届
い
た
作
品
ば

か
り
で
、
練
習
量
の
多
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
筆

使
い
、
文
字
の
配
列
が
素
晴
ら
し
く
、
伸
び
伸

び
と
し
た
書
き
ぶ
り
で
余
白
が
き
れ
い
な
作
品

が
多
か
っ
た
で
す
。
こ
の
確
か
な
書
写
力
を
普

段
の
学
習
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

�

（
文
部
科
学
省 

教
科
調
査
官
　
加
藤
　
泰
弘
）

●半紙の部 ●
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徳
島
県
・
鳴
門
教
育
大
学
附
属
小
学
校
３
年 

山
根　

由
衣

佐
賀
県
・
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
附
属
小
学
校
２
年 

白
水　

の
あ

奈
良
県
・
桜
井
市
立
大
福
小
学
校
２
年 
竹
野　

ゆ
い
な

大
阪
府
・
泉
大
津
市
立
浜
小
学
校
１
年 

片
山　

こ
と

静
岡
県
・
牧
之
原
市
立
相
良
小
学
校
１
年 

本
多　

星
和

ＪＡ共済連会長賞・銀賞 ●条幅の部

沖
縄
県
・
那
覇
市
立
小
禄
南
小
学
校
４
年 

玉
城　

晴
菜

山
口
県
・
下
関
市
立
一
の
宮
小
学
校
４
年 

東
屋　

志
歩

長
崎
県
・
松
浦
市
立
御
厨
小
学
校
３
年 

小
松　

玲
雄

兵
庫
県
・
小
野
市
立
大
部
小
学
校
５
年 

朝
井　

晴
夏

青
森
県
・
弘
前
市
立
北
小
学
校
５
年 

佐
々
木　

七
海

●
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香
川
県
・
香
川
県
立
高
松
北
中
学
校
３
年 

松
岡　

久
碧
子

静
岡
県
・
島
田
市
立
金
谷
中
学
校
３
年 

青
木　

夢
稀

徳
島
県
・
美
馬
市
立
美
馬
中
学
校
２
年 

小
笠　

伊
織

千
葉
県
・
館
山
市
立
第
三
中
学
校
２
年 

池
田　

紗
希

兵
庫
県
・
相
生
市
立
双
葉
中
学
校
１
年 

浅
山　

裕
暉

宮
城
県
・
利
府
町
立
利
府
小
学
校
６
年 

岡
崎　

真
奈

愛
知
県
・
岩
倉
市
立
曽
野
小
学
校
６
年 

川
口　

遥
香

山
梨
県
・
富
士
川
町
立
鰍
沢
中
学
校
１
年 

佐
野　

好

●●条幅の部
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ＪＡ共済連会長賞・銀賞 ●半紙の部 ●

茨城県・筑西市立新治小学校１年

いなば　さとる

三重県・四日市市立内部東小学校２年

小林　瑞矢

東京都・あきる野市立前田小学校２年

青木　優芽

徳島県・三好市立池田小学校３年

麻木　結加
茨城県・笠間市立北川根小学校３年

赤津　みやび

徳島県・三好市立白地小学校４年

武田　大和
鹿児島県・鹿児島市立中山小学校４年

岸田　直子
栃木県・高根沢町立西小学校５年

東　琴音

沖縄県・南風原町立翔南小学校１年

つるぞの　こだい
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●半紙の部 ●

香川県・高松市立太田小学校５年

熊野　薫子
山口県・下関市立一の宮小学校６年

工藤　琉楓
和歌山県・和歌山市立高松小学校６年

中出　了太

千葉県・市原市立南総中学校１年

深山　剛暉
茨城県・結城市立結城東中学校１年

酒井　悠登

兵庫県・赤穂市立赤穂西中学校２年

近松　真美

埼玉県・川口市立八幡木中学校２年

藤原　優菜

大分県・杵築市立山香中学校３年

工藤　玲実
東京都・青梅市立泉中学校３年

野﨑　航平
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ＪＡ共済連会長賞・銅賞 ●条幅の部

大
分
県
・
大
分
市
立
大
在
小
学
校
１
年 
久
々
宮　

想
大

兵
庫
県
・
た
つ
の
市
立
西
栗
栖
小
学
校
１
年 

竹
野　

胡
春

奈
良
県
・
橿
原
市
立
白
橿
北
小
学
校
１
年 

た
ん
き　

じ
ん
一
ろ
う

福
島
県
・
い
わ
き
市
立
赤
井
小
学
校
２
年 

大
槻　

乃
愛

埼
玉
県
・
鶴
ヶ
島
市
立
鶴
ヶ
島
第
一
小
学
校
２
年 

五
十
嵐　

凪

●

熊
本
県
・
玉
名
市
立
築
山
小
学
校
２
年 

德
永　

心
結

兵
庫
県
・
朝
来
市
立
梁
瀬
小
学
校
３
年 

勝
山　

百
音

愛
知
県
・
名
古
屋
市
立
味
鋺
小
学
校
３
年 

小
野　

心
丸
知

鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
市
立
星
峯
東
小
学
校
３
年 

大
島　

崇
実
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栃
木
県
・
栃
木
市
立
大
平
西
小
学
校
４
年 

石
川　

義
人

宮
崎
県
・
延
岡
市
立
緑
ヶ
丘
小
学
校
４
年 
柿
沼　

桧
依

香
川
県
・
高
松
市
立
十
河
小
学
校
４
年 

石
井　

飛
羽

東
京
都
・
青
梅
市
立
成
木
小
学
校
５
年 

新
井　

珠
貴

福
島
県
・
会
津
若
松
市
立
行
仁
小
学
校
５
年 

星　

晴
夏

●条幅の部

岡
山
県
・
玉
野
市
立
胸
上
小
学
校
５
年 

中
道　

美
愛
里

熊
本
県
・
宇
城
市
立
当
尾
小
学
校
６
年 

西　

咲
良

栃
木
県
・
栃
木
市
立
大
平
西
小
学
校
６
年 

石
川　

仁
望

和
歌
山
県
・
和
歌
山
市
立
雑
賀
小
学
校
６
年 

的
場　

琴
海
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ク
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鳥
取
県
・
米
子
市
立
弓
ヶ
浜
中
学
校
２
年 

永
林　

優
花

福
島
県
・
南
会
津
町
立
荒
海
中
学
校
２
年 

塩
生　

紋
加

岡
山
県
・
岡
山
市
立
吉
備
中
学
校
１
年 
中
澤　

佐
紀

石
川
県
・
金
沢
市
立
港
中
学
校
１
年 

林　

ゆ
り
あ

千
葉
県
・
市
原
市
立
姉
崎
中
学
校
１
年 

稲
葉　

麗

●

栃
木
県
・
鹿
沼
市
立
北
中
学
校
２
年 

小
倉　

愛
美

愛
媛
県
・
四
国
中
央
市
立
三
島
東
中
学
校
３
年 

河
端　

朝
香

宮
崎
県
・
宮
崎
県
立
宮
崎
西
高
等
学
校
附
属
中
学
校
３
年 

永
井　

志
門

鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
３
年 

伊
集
院　

凜
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ＪＡ共済連会長賞・銅賞 ●半紙の部

宮崎県・宮崎市立住吉小学校１年

たに口　あいか
鹿児島県・姶良市立蒲生小学校１年

塚田　あみ
岐阜県・揖斐川町立小島小学校１年

坂口　七泉

高知県・高知大学教育学部附属小学校２年

髙橋　雄月
青森県・青森市立本郷小学校２年

鎌田　泰輔
沖縄県・八重瀬町立東風平小学校２年

ざやす　みづき

秋田県・横手市立浅舞小学校３年

齊藤　彩美
佐賀県・白石町立有明南小学校３年

古賀　りゅうま
和歌山県・美浜町立松原小学校３年

山本　紗愛
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広島県・福山市立川口小学校６年

大畑　歩里
埼玉県・川島町立小見野小学校６年

松﨑　志織
兵庫県・姫路市立八幡小学校６年

川端　結依子

福岡県・行橋市立行橋小学校５年

荒谷　成俊
三重県・四日市市立桜小学校５年

岡　 愛
山口県・下関市立豊東小学校５年

小島　愛結

福岡県・行橋市立行橋小学校４年

荒谷　成昭
茨城県・笠間市立岩間第三小学校４年

丹治　光
青森県・弘前市立時敏小学校４年

鳥谷部　那桜

●
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鳥取県・米子市立美保中学校３年

𠮷村　みり
愛知県・一宮市立西成中学校３年

平川　歩実
富山県・砺波市立出町中学校３年

斉藤　美羽

香川県・宇多津町立宇多津中学校２年

前田　桜
石川県・小松市立中海中学校２年

西出　真唯
沖縄県・那覇市立真和志中学校２年

富山　早彩

愛媛県・今治市立立花中学校１年

藤本　麻綾
奈良県・私立奈良学園中学校１年

小田　直輝
鹿児島県・南九州市立知覧中学校１年

有園　美玖

●●半紙の部
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そ の 他 入 賞 者 名 � 〈書道〉

小学校１年

岩 手 県 瀬　川　ちひろ

埼 玉 県 揚 妻 美 貴

東 京 都 伊 藤 朝 陽

島 根 県 渡 邊 敬 太

徳 島 県 竹 内 琉 貴

宮 崎 県 本　だ　けん丈

沖 縄 県 きんじょう　いくみ

小学校２年

山 形 県 渡 部 未 蘭

長 野 県 室 賀 日 和

京 都 府 古 島 利 一

大 阪 府 河 合 快 梅

島 根 県 尾 嶋　　 櫂

徳 島 県 鎌 倉 芽 生

高 知 県 宮　﨑　真優音

小学校３年

青 森 県 葛　西　かなみ

福 島 県 高根沢　暖　花

埼 玉 県 石 田 美 紗

福 井 県 田 辺 れ な

鳥 取 県 豅　　 理 子

山 口 県 大 田 苺 実

熊 本 県 藤 川 尚 士

小学校４年

静 岡 県 矢　部　ひかり

愛 知 県 津 村 真 緒

滋 賀 県 丸 山 璃 子

京 都 府 大 見 智 樹

徳 島 県 近 藤 慧 和

佐 賀 県 石 井 香 帆

熊 本 県 安 尾 柚 夏

小学校５年

岩 手 県 坂 下 啓 斗

茨 城 県 梅 澤 花 怜

富 山 県 城　戸　菜月美

奈 良 県 松 下 誠 志

香 川 県 山 中 航 介

熊 本 県 水 本　　 咲

宮 崎 県 小森田　夏　実

小学校６年

青 森 県 大 野 柚 子

埼 玉 県 小 松 梨 乃

千 葉 県 安 藤 妃 菜

富 山 県 脇 本 望 沙

静 岡 県 渥 美 里 菜

大 阪 府 小 園 健 太

鹿児島県 大 島 千 典

中学校１年

埼 玉 県 増 田 香 里

三 重 県 川　村　俊之介

和歌山県 川　島　詩珠花

山 口 県 橋 本 紗 良

徳 島 県 小 笠 未 祐

高 知 県 濱 田 雅 帆

大 分 県 大 塚 伊 織

中学校２年

秋 田 県 清 水 萌 羽

静 岡 県 大 塚 楓 佳

愛 知 県 日下部　愛　依

奈 良 県 田 中 友 貴

広 島 県 安 原 綾 那

香 川 県 濱 田 紅 葉

宮 崎 県 小 川 実 花

中学校３年

青 森 県 奈　良　乃恵瑠

岩 手 県 武 藤　　 陽

宮 城 県 二階堂　杏　香

神奈川県 穐 元 凪 沙

富 山 県 竹　内　ひなた

岐 阜 県 𠮷 野　　 舞

和歌山県 東　　 美 里

小学校１年

岩 手 県 瀬　川　ちひろ

栃 木 県 佐 藤　　 仁

愛 知 県 小 野　　 爽

兵 庫 県 中 井 砂 羽

和歌山県 寺 井 敦 基

岡 山 県 洲　脇　あおい

徳 島 県 木 村 樹 音

小学校２年

宮 城 県 佐 野 紬 希

神奈川県 とりこし　あみ

山 梨 県 河 野 海 月

大 阪 府 浦 上 大 輔

奈 良 県 きしおか　伶音

長 崎 県 川久保　春　覇

宮 崎 県 前 田 和 紗

小学校３年

山 形 県 明 賀　　 凛

群 馬 県 車 﨑 洸 太

埼 玉 県 齋 藤 優 香

岐 阜 県 伊 藤 里 奈

京 都 府 齊 藤 瑠 衣

島 根 県 松 林 花 恋

岡 山 県 市 橋　　 海

小学校４年

岩 手 県 鈴 木 夢 麻

埼 玉 県 立 川 愛 華

長 野 県 丸 山 真 央

静 岡 県 鈴 木 陽 菜

大 阪 府 桐 竹 悠 華

和歌山県 瀬　戸　なずな

愛 媛 県 橋 田 凌 一

小学校５年

青 森 県 沖 田　　 陽

岩 手 県 志　田　菜々美

山 梨 県 樋 口 七 鳳

富 山 県 本 郷 璃 子

福 井 県 原　　 愛 香

奈 良 県 中 尾 航 成

岡 山 県 楠 戸 成 美

小学校６年

青 森 県 倉 田　　 葵

岩 手 県 大 矢 胡 晴

山 形 県 石 川 詩 乃

栃 木 県 須 永 恵 理

石 川 県 有 村 彩 花

福 井 県 荒 谷 友 香

三 重 県 中 田 陽 菜

中学校１年

青 森 県 工 藤 未 来

岩 手 県 和 田　　 晟

福 島 県 星　　 清 夏

埼 玉 県 大 山 慶 騎

静 岡 県 大 塚 彩 夏

岡 山 県 髙 塚 紅 音

徳 島 県 西 本 惟 莉

中学校２年

山 梨 県 小 澤 慎 平

愛 知 県 石 川 琴 葉

奈 良 県 藤 居 純 野

鳥 取 県 永 林 優 花

熊 本 県 黒 岩　　 愛

宮 崎 県 小　宮　あかり

鹿児島県 西　　 美 咲

中学校３年

福 島 県 横 山 光 海

千 葉 県 鈴 木 花 梨

神奈川県 梶 　 聖

石 川 県 玉 木 七 華

岡 山 県 清 板 律 至

広 島 県 中 村 優 那

鹿児島県 井　伊　真莉菜

ＪＡ共済連会長賞・佳作 ［条幅の部］ ［半紙の部］
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農林水産大臣賞および文部科学大臣賞受賞者在籍校
都道府県名 学　校　名
青 森 県 青森市立本郷小学校
山 形 県 鶴岡市立羽黒第三小学校
茨 城 県 水戸市立第四中学校
茨 城 県 かすみがうら市立霞ヶ浦中学校
埼 玉 県 羽生市立羽生北小学校
千 葉 県 館山市立九重小学校
山 梨 県 笛吹市立境川小学校
静 岡 県 焼津市立焼津西小学校
静 岡 県 牧之原市立相良中学校
愛 知 県 小牧市立北里小学校
大 阪 府 堺市立東深井小学校
奈 良 県 大淀町立大淀中学校
和 歌 山 県 紀美野町立下神野小学校
広 島 県 呉市立川尻小学校
宮 崎 県 西都市立妻北小学校
沖 縄 県 那覇市立泊小学校

書道コンクールに貢献のあった学校
都道府県名 学　校　名
北 海 道 札幌市立緑丘小学校
青 森 県 つがる市立森田中学校
岩 手 県 盛岡市立城北小学校
宮 城 県 利府町立利府小学校
秋 田 県 横手市立浅舞小学校
福 島 県 白河市立白河第二中学校
茨 城 県 石岡市立小桜小学校
栃 木 県 鹿沼市立菊沢東小学校
群 馬 県 前橋市立原小学校
千 葉 県 茂原市立東郷小学校
神 奈 川 県 伊勢原市立伊勢原小学校
山 梨 県 市川三郷町立市川小学校
福 井 県 あわら市金津小学校
岐 阜 県 下呂市立萩原小学校
静 岡 県 焼津市立焼津西小学校
三 重 県 四日市市立四郷小学校
滋 賀 県 守山市立速野小学校
京 都 府 亀岡市立亀岡小学校
大 阪 府 私立浪速中学校
兵 庫 県 小野市立大部小学校
奈 良 県 桜井市立安倍小学校
和 歌 山 県 有田川町立吉備中学校
鳥 取 県 米子市立淀江小学校
島 根 県 出雲市立第二中学校
岡 山 県 玉野市立東児中学校
広 島 県 福山市立御野小学校
山 口 県 下関市立熊野小学校
徳 島 県 三好市立池田中学校
香 川 県 綾川町立昭和小学校
愛 媛 県 今治市立日高小学校
高 知 県 いの町立伊野小学校
福 岡 県 篠栗町立篠栗北中学校
長 崎 県 長崎県立佐世保北中学校
熊 本 県 人吉市立第一中学校
宮 崎 県 西都市立妻中学校
鹿 児 島 県 鹿児島市立吉野東小学校

学　校　賞優　秀　学　校　賞
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書
道
コ
ン
ク
ー
ル

第
59
回

応募状況・入賞数 〈書道〉
応募状況
項　目

都道
府県名

条幅の部 半紙の部 応募点数
合　　計

（条幅、半紙）
学　　校　　数 応　　募　　点　　数 学　　校　　数 応　　募　　点　　数

小学校 中学校 合計 小学校 中学校 合計 小学校 中学校 合計 小学校 中学校 合計
北海道 8 3 11 25 3 28 17 8 25 101 17 118 146�
青　森 285 94 379 669 198 867 285 94 379 9,018 1,076 10,094 10,961�
岩　手 65 28 93 238 71 309 131 52 183 1,600 205 1,805 2,114�
宮　城 264 107 371 1,037 251 1,288 365 140 505 3,459 462 3,921 5,209�
秋　田 1 1 2 1 1 2 12 1 13 57 1 58 60�
山　形 16 7 23 53 18 71 56 9 65 971 103 1,074 1,145�
福　島 191 68 259 630 165 795 425 135 560 3,602 647 4,249 5,044�
茨　城 511 226 737 7,629 2,334 9,963 525 236 761 66,532 31,933 98,465 108,428�
栃　木 235 88 323 665 185 850 299 97 396 1,275 202 1,477 2,327�
群　馬 291 140 431 4,903 1,194 6,097 311 157 468 51,428 11,868 63,296 69,393�
埼　玉 767 260 1,027 13,696 1,514 15,210 815 352 1,167 27,853 4,448 32,301 47,511�
千　葉 478 129 607 4,726 396 5,122 650 178 828 55,610 3,360 58,970 64,092�
東　京 67 39 106 524 189 713 141 75 216 2,622 726 3,348 4,061�
神奈川 292 139 431 1,074 276 1,350 350 162 512 1,761 395 2,156 3,506�
山　梨 129 53 182 1,100 268 1,368 182 85 267 12,354 5,314 17,668 19,036�
長　野 79 37 116 288 89 377 313 84 397 32,305 5,455 37,760 38,137�
新　潟 2 1 3 2 1 3 4 2 6 10 4 14 17�
富　山 144 41 185 655 129 784 194 68 262 22,364 2,512 24,876 25,660�
石　川 112 29 141 658 92 750 201 53 254 5,366 593 5,959 6,709�
福　井 133 53 186 1,213 332 1,545 192 72 264 6,520 1,738 8,258 9,803�
岐　阜 257 123 380 2,184 666 2,850 351 169 520 17,594 6,961 24,555 27,405�
静　岡 343 163 506 3,122 779 3,901 500 257 757 64,829 10,169 74,998 78,899�
愛　知 448 204 652 4,736 1,570 6,306 606 251 857 92,809 37,980 130,789 137,095�
三　重 242 90 332 1,475 415 1,890 358 121 479 28,968 3,035 32,003 33,893�
滋　賀 210 37 247 2,868 172 3,040 222 48 270 5,648 331 5,979 9,019�
京　都 134 42 176 932 182 1,114 193 62 255 5,039 1,636 6,675 7,789�
大　阪 238 95 333 4,946 830 5,776 284 109 393 54,536 6,212 60,748 66,524�
兵　庫 457 180 637 8,529 2,301 10,830 527 207 734 56,404 26,777 83,181 94,011�
奈　良 182 84 266 2,940 520 3,460 204 103 307 29,164 4,287 33,451 36,911�
和歌山 131 51 182 878 155 1,033 201 69 270 6,794 553 7,347 8,380�
鳥　取 73 26 99 308 90 398 126 58 184 4,730 2,223 6,953 7,351�
島　根 111 25 136 789 178 967 164 42 206 3,215 500 3,715 4,682�
岡　山 229 100 329 1,474 419 1,893 372 116 488 16,866 1,560 18,426 20,319�
広　島 267 58 325 1,898 156 2,054 318 113 431 40,929 6,761 47,690 49,744�
山　口 294 138 432 1,551 372 1,923 294 138 432 25,001 7,357 32,358 34,281�
徳　島 132 54 186 1,148 584 1,732 182 76 258 23,721 8,477 32,198 33,930�
香　川 161 68 229 690 196 886 161 68 229 2,420 731 3,151 4,037�
愛　媛 208 92 300 1,937 517 2,454 277 127 404 30,760 7,741 38,501 40,955�
高　知 76 33 109 389 121 510 123 53 176 4,853 419 5,272 5,782�
福　岡 3 4 7 3 8 11 14 14 28 21 259 280 291�
佐　賀 148 70 218 2,363 403 2,766 163 86 249 20,750 2,118 22,868 25,634�
長　崎 264 135 399 2,583 728 3,311 361 191 552 49,924 32,431 82,355 85,666�
熊　本 191 67 258 1,264 176 1,440 341 118 459 24,541 3,720 28,261 29,701�
大　分 107 39 146 436 117 553 252 87 339 11,011 2,263 13,274 13,827�
宮　崎 130 62 192 635 155 790 243 145 388 37,142 20,603 57,745 58,535�
鹿児島 186 72 258 732 182 914 477 162 639 27,724 5,430 33,154 34,068�
沖　縄 190 108 298 2,466 1,016 3,482 248 126 374 17,479 5,426 22,905 26,387�
合　計 9,482 3,763 13,245 93,062 20,714 113,776 13,030 5,176 18,206 1,007,680 277,019 1,284,699 1,398,475�

入賞数
項　目

都道
府県名

条　幅　の　部 半　紙　の　部 計 合
　
　
　
計

優
秀
学
校
賞

学
　
校
　
賞

大
臣
賞

農
林
水
産

大
臣
賞

文
部
科
学

会
長
賞

J
A
全
中

ち
ゃ
ぐ
り
ん
賞

会
長
賞
・

家
の
光
協
会

金
　
　
賞

銀
　
　
賞

銅
　
　
賞

佳
　
　
作

大
臣
賞

農
林
水
産

大
臣
賞

文
部
科
学

会
長
賞

J
A
全
中

ち
ゃ
ぐ
り
ん
賞

会
長
賞
・

家
の
光
協
会

金
　
　
賞

銀
　
　
賞

銅
　
　
賞

佳
　
　
作

大
臣
賞

農
林
水
産

大
臣
賞

文
部
科
学

会
長
賞

J
A
全
中

ち
ゃ
ぐ
り
ん
賞

会
長
賞
・

家
の
光
協
会

金
　
　
賞

銀
　
　
賞

銅
　
　
賞

佳
　
　
作

北海道 1
青　森 1 1 3 1 1 2 3 1 1 1 1 2 6 12 1 1
岩　手 1 3 5 1 8 9 1
宮　城 1 1 1 1 2 3 1
秋　田 1 1 1 1 2 1
山　形 1 1 2 1 3 4 1
福　島 1 3 1 2 1 3 3 7 1
茨　城 1 3 1 1 2 3 1 2 5 3 1 1 12 2 1
栃　木 3 1 2 1 3 2 6 1
群　馬 1 1 1 1 1 1 3 1
埼　玉 1 1 4 1 1 3 1 1 2 7 11 1
千　葉 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 2 7 1 1
東　京 1 1 1 2 1 2 1 1 5
神奈川 1 2 3 3 1
山　梨 1 1 1 1 1 3 1 1 2 1 3 8 1 1
長　野 1 1 2 2
新　潟
富　山 3 1 1 1 4 5
石　川 1 1 2 2 2 4
福　井 1 2 3 3 1
岐　阜 1 1 1 1 2 3 1
静　岡 1 2 3 2 2 2 1 2 5 10 2 1
愛　知 1 1 1 2 1 1 1 2 1 2 1 2 4 10 1
三　重 1 1 1 1 1 1 2 4 1
滋　賀 1 1 1 1
京　都 2 1 3 3 1
大　阪 1 2 1 1 2 1 1 1 4 7 1 1
兵　庫 1 2 2 1 1 1 1 3 3 1 8 1
奈　良 1 1 1 2 1 3 1 1 2 5 9 1 1
和歌山 1 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 2 4 11 1 1
鳥　取 1 1 1 1 2 2 4 1
島　根 2 1 3 3 1
岡　山 2 5 2 5 7 1
広　島 1 1 1 1 1 1 2 4 1 1
山　口 1 2 1 1 2 1 2 5 1
徳　島 2 4 2 2 4 6 10 1
香　川 1 1 2 1 1 2 2 2 6 1
愛　媛 1 1 1 1 1 1 2 1 2 1 6 1
高　知 2 1 1 2 3 1
福　岡 1 2 1 2 3 1
佐　賀 1 1 1 1 1 1 3
長　崎 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1
熊　本 2 3 1 1 1 2 4 7 1
大　分 1 1 1 1 1 1 3
宮　崎 2 3 1 1 1 2 1 1 3 5 10 1 1
鹿児島 2 1 1 2 2 1 4 3 8 1
沖　縄 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 2 1 8 1
合　計 4 4 4 4 9 18 27 63 4 4 4 4 9 18 27 63 8 8 8 8 18 36 54 126 266 16 36
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　今年も皆さんの交通安全への思いが入った素晴らしいポスターを見ることができました。特に「言

葉と絵」の関係に感心します。「ゆっくりはしってね」の小学一年生の作品は、運転している人にや

さしく呼びかけていますが、いっぱいに広げている両手が良いところです。「少しの油断 せまる危険」

の小学六年生の作品は、油断と危険の関係を比べた絵であらわしていました。「点滅しているのはあ

なたの命かもしれない」の中学二年生の作品は、信号のチカッチカという光と、胸のドキドキの音を

なぞらえて、命の大切さを訴えていました。「命を照らす反射材」の中学三年生の作品は、力強く歩

く足に貼られた反射材が、まるで生きているように描かれ印象に残りました。

　皆さんは交通安全の大切な問題をいろいろな面から「絵や言葉」によって表現しました。「絵や言

葉」への思いは年齢と共に変わっていきます。皆さんの成長と共に交通安全の新しいポスターができ

ることを願っています。

審査総評〈交通安全ポスター〉�審�査�員�長多摩美術大学 名誉教授
アートディレクター  中

な か し ま

島 祥
しょうぶん

文



35

交
通
安
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ポ
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第
44
回

作 品 講 評

『忘れない、後部座席もシートベルト』
今回、「内閣府特命担当大臣賞」というすばらしい賞をいただ
き、とてもうれしく思います。
私は、今年初めて交通安全ポスターコンクールに参加しまし
た。それは、母の免許更新の講習を一緒に受けた時、「後部座席
もシートベルトをする事が大切だ。」という印象を強くもったか
らです。ポスターでは、乗車している家族を笑顔で表現し、安全
に楽しく出かける雰囲気を出すように工夫しました。そして、後
部座席のシートベルトも締める事が当たり前だというメッセー
ジを伝えたいと思いました。

『交通安全への意識が高まることを願って』
この度内閣府特命担当大臣賞という名誉ある賞をいただき、大
変光栄に思います。
今回は、応募できる最後の年であり、強い思いで作品に取組み
ました。作品のテーマは、自らの安全を確保するために、シンプ
ルながらも、伝えたいことがストレートに強く訴えられる作品に
しようと思いました。反射材は、光を反射して自らを照らすこと
で、いち早く自分の存在をしらせることができます。
反射材の大切さを、一人でも多くの人に感じていただければと
思います。
このポスターを通し
て、全国的に交通安全
の意識が高まっていく
ことを願います。

講評：中島　祥文

内閣府特命担当大臣賞

栃木県・� �
大田原市立黒羽中学校３年

五月女　愛

秋田県・� �
八郎潟町立八郎潟小学校５年

遠藤　夢知

◀
つ
い
忘
れ
が
ち
な
後
ろ
の
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
、
画
面
の
中
心

に
描
く
こ
と
で
印
象
に
残
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
太
く
大
き
な「
わ

す
れ
な
い
」
の
文
字
が
、
訴
え
て
い
る
こ
と
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

◀
力
強
く
歩
く
足
と
、
そ
の
リ
ズ
ム
と
共
に
動
く
反
射
材
を
想
像
す

る
こ
と
で
、
反
射
材
の
効
果
の
大
き
さ
が
わ
か
り
ま
す
。
反
射
材

を
か
か
と
に
つ
け
よ
う
と
い
う
提
案
に
も
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

◀
雨
の
日
の
自
転
車
が
、
ど
ん
な
に
危
な
い
か
を
よ
く
描
い
て
い
ま

す
。
傘
を
持
つ
こ
と
で
下
を
向
い
て
し
ま
い
、
前
を
向
け
な
く
な

る
と
こ
ろ
に
注
目
し
た
点
が
い
い
で
す
ね
。

『安全に自転車に乗ろう』
私は、一年生の時から交通安全のポスターをかいてきまし
た。このポスターは、雨の日でもかさをさして自転車に乗っ
ている人が多いので、とてもあぶないと思い、かきました。
自転車をかくのがとてもむずかしかったですが雨の日らしく
するために周りをくらい青色でぬり工夫しました。
今年は、こんな大きなしょうをもらえてとてもうれしかっ
たです。
これからも交通ルールを守って、安全に自転車に乗ろうと
思います。

青森県・�
西目屋村立西目屋小学校３年

山下　來心
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『命　点滅』
歩行者信号が点滅しているのに横断歩道を渡ってしまう人を見た
とき、信号とともにその人の命が「点滅」しているように感じた私
は、今回のポスターのキャッチコピーを「命・点滅」と決めました。
このポスターを見た人の心にメッセージが強く残るよう、画面構
成をできるだけシンプルにし、構図にも気をつけました。メインの
歩行者信号を精密に描き、青い空の背景には筆のタッチを残したグ
ラデーションを表現しました。
「私もついつい・・・」という人は少なくないと思いますが、こ
のポスターを見た人が一人でも多く安全について意識できるように
なればうれしいです。
今回の受賞を誇り
に、これからも見た人
の心に強く残る作品を
つくっていきたいで
す。

鹿児島県・� �
西之表市立種子島中学校２年

長野　南海

『飲酒運転禁止』
沖縄県は、飲酒運転絡みの検挙率と死亡事故が日本でワースト
１です。幸い、私の身近な人や親せきは、飲酒運転で捕まった人
はいませんが、身近な人が飲酒運転で捕まると、その人だけでな
く、その人の家族やその関係者も不幸になります。
なので、この絵を見て飲酒運転をする人が減り、不幸になる人
が少なくなればいいなと思います。
この賞をもらい、ありがたく思います。

農林水産大臣賞

沖縄県・� �
宜野湾市立はごろも小学校６年

東　小恵

講評：中島　祥文

◀
ま
ず
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
言
葉
が
心
に
残
り
ま
す
。
青
空
を

バ
ッ
ク
に
信
号
が
大
き
く
描
か
れ
、
そ
の
絵
と
言
葉
の
シ
ン
プ
ル

な
関
係
で
、
命
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

◀
運
転
し
て
い
る
人
の
目
を
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
に
映
す
こ
と
で
、
飲

酒
運
転
の
怖
さ
を
、
よ
り
印
象
的
に
伝
え
て
い
ま
す
。
画
面
の

上
部
を
黒
一
色
に
し
て
文
字
を
目
立
た
せ
て
い
ま
す
ね
。

『命を大切に』
ぼくは、少年野球の練習に行くとき、いつもおうだん歩道
をわたります。交つうじこにあわないように、青しんごうで
も、よく見てわたるようにしています。でもたまに青でも車
がきて、びっくりすることもあります。
だから、わたっているときでも車がきゅうにこないか、よ
く見るようにしています。みんなも青しんごうだからと思っ
て安心しないで、まわりをよく見てわたってほしいとねがい
ポスターをかきました。命を大切にしてほしいです。
今回このようなすばらしいしょうをいただき、とてもうれ
しいです。ありがとうございました。

島根県・� �
江津市立渡津小学校３年

藤原　大和
▲元気いっぱいに伸ばした、ふたりの手がよく描けて
います。青になっても、「まわりをよく見て横断歩道
を歩きましょう」ということがよくわかりますね。
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『自転車事故が減ってほしいと願いをこめて』
受賞の知らせを受けて、びっくりしながらとても喜びました。
夏休みの間は構図に何度も悩み、忙しい中、あきらめずに作品を
仕上げてよかったと思いました。ご協力、ご指導いただいた先生
方、先輩、家族に感謝の気持ちでいっぱいです。
「自転車は車両である（車両のルールが自転車にも適応す
る）。」ということをみんなに知ってもらい、自転車事故が減って
ほしい。その思いをこめてこのポスターを描きました。

宮城県・� �
涌谷町立涌谷中学校２年

和田　都

『あなたを守るいのちづな』
わが家では、全員がシートベルトを着用したことを確認しない
と、父も母も車を発進しません。この何気ない日常が、家族を大
切に思う強い心だと感じます。
きっと、誰にでも必ず大切な人がいるはずだと思って、心をこ
めてかきました。このポスターを見て、一人でも多くの人が自分
一人の命ではなく、たくさんの人と一緒に乗っているんだ、とい
う心のシートベルトを付けてほしいと思います。
今回、このような素晴らしい賞をいただき、ありがとうござい
ます。
全ての人の大切な人
を思う気持ちが交通安
全につながることを願
います。

愛媛県・� �
松山市立姫山小学校６年

松岡　美季

警察庁長官賞 講評：中島　祥文

◀
自
転
車
が
子
供
に
ぶ
つ
か
っ
た
瞬
間
を
、
ま
る
で
時
間
が
止
ま
っ

た
か
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
見
る
人
を
振
り
向

か
せ
、
事
故
の
怖
さ
を
伝
え
る
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◀
手
を
つ
な
ぐ
家
族
と
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
重
な
っ
て
描
か
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
ユ
ニ
ー
ク
で
す
ね
。
笑
顔
の
表
情
と
「
い
の
ち

づ
な
」
の
言
葉
の
対
比
が
効
果
を
高
め
て
い
ま
す
。

『ゆっくり　はしってね』
ぼくは、えをかくことがすきだけど、じょうずではないとおもっ

ています。
だから、なんまいもかいて、いちばん気にいったえをコンクール

に出しました。
大きなしょうをもらえるときいたときビックリしました。がんばっ

てちょうせんしてよかったなぁと、うれしかったです。
ぼくはようちえんのとき、行くときもかえるときも、おかあさん

の車にのっていました。でも、一年生になったので、ぼくはあるい
て学校へ行きます。おかあさんは車にのっておしごとにいきます。
べつべつに行くようになってから、スピードを出している車のそ

ばをあるくのが、こわいとおもうようになりました。それから、お
かあさんがこうつうじこにあわないように、かえってきてほしいの
で、おかあさんも、おとうさんも、おばあちゃんも、それからほか
の人もスピードを出さないで、あんぜんうんてんをしてほしいです。
いつもじこがなくて、あ

かるいどうろになるよう
に、にじいろのみちにしま
した。ぼくのポスターを見
て、ゆっくりはしってほし
いです。

長野県・� �
東御市立滋野小学校１年

小澤　悠眞
▲にじの上を走る自動車や、そこで声をかけている子
どもが、しっかりと描かれています。とくに、いっ
ぱいに広げた、伸びやかな手がいいですね。
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『ぜったいとび出しはいけないよ！』
ぼくは、みんながとび出しをしないように気をつけること
と、命を自分でまもろうと思って「ぜったいとび出しはいけ
ないよ！」というだい名にしました。
絵をかく時に周りの色を同じかんじにぬっていくのが少し
たいへんでした。
お母さんは、先生からしょうにえらばれたと電話をもらっ
た時にあまりのうれしさでないてました。ぼくもとてもうれ
しかったです。

『反射材の大切さ』
私の父は、夜に犬の散歩をする時、必ず自分と犬に反射材をつ
けていくので、今回はそれをヒントに描いてみました。暗い道で
の歩行者は、車からとても見えにくく事故を起こしやすいそうで
す。反射材をつけていれば明るく光るので、人がいるとすぐに分
かります。私は、この絵を見て少しでも多くの人が反射材をつけ
て事故がなくなる様にと願い、描きました。描いている時は大変
だったけど、出来上がった時には達成感がありました。
そして、その結果、こんなにも素晴しい賞をいただけて頑張って
描いて良かったと心から思います。家族もとても喜んでいました。
この絵を見て少しで
も多くの人が反射材を
つけて事故がなくなる
様に、願ってます。本
当にありがとうござい
ました。

『夜道の自転車ライト点灯』
ぼくは、小学校３年生の時、町の野球少年団「大成ベアーズ」
に入りました。毎日、夏は５時から７時、冬は４時半から６時半
まで練習します。自転車で練習に行きますが、帰りはもう真っ暗
です。その時に自転車にライトがついていることで、自転車に
乗っているぼくに、気付いてくれると思い、ライトをつけること
が大切だと思いこの絵を描きました。自転車の交通事故がなくな
ればいいと思います。

文部科学大臣賞

茨城県・� �
境町立長田小学校２年

豊田　夏徳

群馬県・� �
前橋市立芳賀中学校１年

金井　千緒里

北海道・� �
せたな町立久遠小学校４年

藤谷　哲心

講評：大坪　圭輔

◀
夜
道
を
明
る
く
照
ら
し
な
が
ら
走
る
自
転
車
の
ラ
イ
ト
が
安
全

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
黒
い
色
の
中
で
、
帽
子
の
赤
い
色
、

服
の
緑
色
、
ラ
イ
ト
の
黄
色
が
き
れ
い
な
ポ
ス
タ
ー
で
す
。

◀
文
字
と
反
射
材
は
明
る
い
黄
色
で
塗
り
、
さ
ら
に
白
色
で
囲
ん
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
学
生
ら
し
い
工
夫
に
よ
っ
て
、
ほ
ん
と
う
に

光
が
輝
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
効
果
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

◀
う
し
ろ
の
ピ
ン
ク
色
と
、
横
断
歩
道
の
白
い
色
や
灰
色
の
組
み
合

わ
せ
が
、
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
あ
わ
て
て
飛
び
出
さ
な
い
よ
う

に
、
や
さ
し
く
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
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講評：大坪　圭輔家の光協会会長賞・
ちゃぐりん賞

京都府・� �
京田辺市立桃園小学校２年

木村　優衣

秋田県・� �
横手市立大森小学校１年

鈴木　大登

◀
信
号
、
横
断
歩
道
、
車
、
人
の
組
み
合
わ
せ
だ
け
で
描
か
れ

て
い
ま
す
が
、
反
射
材
の
光
に
守
ら
れ
て
、
夜
の
横
断
歩
道

を
渡
っ
て
い
る
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

▲自転車は身近な乗り物ですが、それだけに乗る人に
はいつも注意をして乗ってほしいですね。ヘルメッ
トと自転車がわかりやすく伝えています。

熊本県・� �
玉名市立大野小学校５年

徳山　穂香

埼玉県・� �
川越市立上戸小学校４年

大和田　琉星

▲「危ない」と思った瞬間がわかりやすく描いてあり
ます。文字も「加害者」ではなく「加害車」として、
自転車も車のひとつであることを伝えています。

▲少し暗くなってきた青い色の中に、上から見た道の
ようすと、正面から見た自転車や車、家々などが組
み合わされて描かれています。文字がもう少し大き
いといいですね。
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鹿児島県・� �
津曲学園鹿児島修学館中学校１年

宅間　歩里

青森県・� �
弘前大学教育学部附属中学校３年

舟生　まい

　

ポ
ス
タ
ー
は
人
に
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、
大

切
な
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分

に
と
っ
て
身
近
で
大
切
な
交
通
安
全
に
つ
い
て

考
え
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
生
か

し
て
描
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
多
く
の
人

が
注
目
し
て
く
れ
ま
す
。

�

（
武
蔵
野
美
術
大
学 

教
授
　
大
坪
　
圭
輔
）

◀
誰
も
が
知
っ
て
い
る
三
面
の
仏
像
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得

て
、
わ
か
り
や
す
く
印
象
的
な
ポ
ス
タ
ー
に
仕
上
が

り
ま
し
た
。
頭
部
の
黄
色
、
背
景
の
青
、
文
字
の
白
、

服
の
黒
の
配
色
が
爽
や
か
で
す
。

◀
わ
か
り
や
す
く
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
た
図
案
が
、
と
て

も
効
果
的
で
す
。
少
し
斜
め
に
し
た
家
や
横
断
歩
道

に
よ
っ
て
、
ポ
ス
タ
ー
全
体
に
動
き
が
感
じ
ら
れ
る

構
図
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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講評：東良　雅人ＪＡ共済連会長賞・金賞

埼玉県・� �
川越市立新宿小学校１年

瀨山　悠斗

埼玉県・� �
川越市立新宿小学校２年

上原　悠希

福島県・� �
本宮市立岩根小学校４年

坂元　裕月

◀
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
人
は
、

な
か
な
か
自
分
で
は
そ
の
危
な
さ
が
わ
か
ら
な
い
よ

う
で
す
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
身
近
な
一
場
面
を
使
い
、

二
人
の
表
情
を
工
夫
す
る
こ
と
で
そ
の
こ
と
を
上
手

く
表
現
し
て
い
ま
す
。

◀
描
か
れ
た
元
気
に
大
き
く
あ
げ
た
手
と
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の
表
情
が
、
交
通
安
全
の
大
切
さ
と
交
通
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
が
全
て
の
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
を
伝

え
て
い
ま
す
。「
て
を
あ
げ
て
」
の
「
て
」
の
文
字
が

赤
色
な
の
も
い
い
で
す
ね
。

◀
全
体
を
暗
い
目
の
色
合
い
に
す
る
中
で
黄
色
を
効
果

的
に
生
か
し
て
反
射
材
の
効
果
を
上
手
く
表
現
し
て

い
ま
す
。
文
字
の
周
り
を
白
に
す
る
事
や
「
命
」
を

赤
で
表
現
す
る
事
で
、
テ
ー
マ
を
よ
り
伝
え
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

千葉県・� �
茂原市立豊岡小学校３年

川井　直太郎

▲作品から「ガチン」という音や「危ない！」
という声が聞こえてきそうな作品です。
自転車や電信柱を斜めにすることで動き
を上手く表現しています。後ろの心配そ
うにしている人の仕草もいいですね。
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静岡県・� �
牧之原市立相良小学校６年

小柳津　桂奈

静岡県・� �
長泉町立北中学校１年

清和　郁菜

佐賀県・� �
武雄市立武雄中学校３年

角　真歩

北海道・� �
函館市立本通小学校５年

武田　悠羽

石川県・� �
能美市立辰口中学校２年

小杉　和生

　

ポ
ス
タ
ー
は
、
形
や
色
を
使
っ
て
相
手
に
伝

え
た
い
こ
と
を
表
現
す
る
も
の
で
す
。
た
だ
単

に
技
術
的
に
優
れ
て
い
る
だ
け
で
は
、
見
る
人

に
思
い
や
願
い
は
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、

自
分
自
身
の
中
に
強
く
伝
え
た
い
こ
と
を
心
に

思
い
描
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
こ
と
が
形

や
色
で
工
夫
し
て
表
現
で
き
た
と
き
に
人
の
心

に
響
く
ポ
ス
タ
ー
に
な
り
ま
す
。

�

（
文
部
科
学
省 

教
科
調
査
官
　
東
良
　
雅
人
）

▲交通安全は、自分だけでなく他の
人を思いやる気持ちも大切です。
淡い色合いと絵本の一場面のよう
な表現が、見る人をやさしい気持
ちにさせてくれるポスターです。

▲シンプルで一目見て交通安全のこ
とを伝えていることがわかるポス
ターです。中央に描かれた手が「止
まれ」を表現しているとともに、
文字の「止まっ」に加わって「止
まって」となるアイデアも面白い
ですね。

▲スマートフォンに気を取られてい
るうちに迫る危険を、危険を象徴
した生き物たちが下から手を伸ば
している姿で描くことで、上手く
表現しています。信号機が危ない
よと手をさしのべている表現も面
白いですね。

▲日常の生活の中でこうあって欲し
いという作者の願う風景が丁寧に
描かれ、人物を重ねて描くことで
奥行きが上手く表現されていま
す。「高齢者」の文字の中に高齢
運転者マークを入れるアイデアも
いいですね。

▲次々と場面が浮かび上がる映像を
見ているような表現です。ヘッド
フォンで音楽などを聴きながらと
いう行為がどのくらい危険なこと
なのか、イメージ性を重視した表
現を通して強く伝えています。
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ＪＡ共済連会長賞・銀賞

青森県・� �
青森市立小柳小学校４年

鷲尾　華の

京都府・� �
精華町立精華台小学校１年

𠮷川　感太郎

滋賀県・� �
甲良町立甲良西小学校１年

窪田　凌大

群馬県・       �
太田市立沢野小学校４年

フェルナンデス ミキオ

京都府・� �
精華町立東光小学校３年

森田　桜々光

和歌山県・� �
岩出市立山崎小学校２年

上野　千優

熊本県・� �
菊池市立泗水東小学校２年

山下　華凛

徳島県・� �
徳島市助任小学校３年

大谷　優佳

  青森県・� �
むつ市立第二田名部小学校５年

舘　梓生
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鹿児島県・� �
西之表市立種子島中学校３年

河内　莉奈

 福島県・� �
いわき市立郷ケ丘小学校６年

箱﨑　惇太朗

秋田県・� �
五城目町立五城目第一中学校２年

近藤　美洋

愛知県・� �
津島市立神守中学校２年

長谷川　摩璃

奈良県・� �
田原本町立東小学校５年

𠮷川　直澄

岩手県・� �
宮古市立高浜小学校６年

宇都宮　駿

岐阜県・� �
各務原市立稲羽中学校１年

柴田　琉司

新潟県・� �
長岡市立越路中学校１年

高橋　亜美

長野県・� �
木曽町立日義中学校３年

松原　さくら
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ＪＡ共済連会長賞・銅賞

福島県・� �
福島市立鎌田小学校１年

内田　咲希

高知県・� �
宿毛市立宿毛小学校２年

掛水　龍

鹿児島県・� �
指宿市立丹波小学校２年

笹山　暖太

群馬県・� �
伊勢崎市立三郷小学校３年

細井　咲希

茨城県・� �
境町立長田小学校１年

石川　耕史郎

三重県・� �
鈴鹿市立郡山小学校３年

平住　心愛

佐賀県・� �
小城市立三日月小学校１年

吉田　佳央

岐阜県・� �
海津市立下多度小学校２年

山田　真大

高知県・� �
安芸市立川北小学校３年

山下　心瑚
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愛知県・� �
田原市立田原東部小学校６年

鈴木　大輔

岐阜県・� �
池田町立池田小学校６年

清水　綺良々

鳥取県・� �
日野町立根雨小学校６年

銀羽　愛桜

佐賀県・� �
佐賀市立北川副小学校５年

蒲原　悠里

神奈川県・� �
川崎市立南野川小学校４年

細谷　璃紗

奈良県・� �
田原本町立東小学校４年

本郷　真央

埼玉県・� �
川越市立新宿小学校５年

山谷　凛

岡山県・� �
岡山市立鹿田小学校５年

末光　由依

静岡県・� �
裾野市立東小学校４年

開澤　快
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福島県・� �
郡山市立明健中学校３年

小林　万里菜

愛知県・� �
名古屋市立楠中学校３年

奥山　結子

熊本県・� �
熊本市立飽田中学校１年

佐藤　向日葵

沖縄県・� �
南風原町立南風原中学校３年

屋良　朝杜

千葉県・� �
柏市立豊四季中学校１年

𠮷井　遥也

高知県・� �
高知大学教育学部附属中学校１年

齋藤　愛

広島県・� �
東広島市立松賀中学校２年

千原　英利華

長野県・� �
私立佐久長聖中学校２年

森川　夢叶

山梨県・� �
富士吉田市立吉田中学校２年

荒井　結衣
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その他入賞者名� 〈交通安全ポスター〉

小学校１年

北 海 道 髙 橋 杏 奈

千 葉 県 永 沼 紅 葉

大 阪 府 吉　村　さくら

奈 良 県 吉 田 裕 香

島 根 県 藤 原 寧 々

徳 島 県 𠮷 岡　　 仁

大 分 県 松 本 凌 河

小学校２年

秋 田 県 安 保 来 夢

神奈川県 森 田 ま い

長 野 県 藤 浪 そ ら

新 潟 県 今 井 陽 太

石 川 県 忍久保　乃　梓

兵 庫 県 城 野 陽 哉

岡 山 県 赤 木 大 樹

小学校３年

福 島 県 長谷川　一　茶

新 潟 県 袖 山 朝 日

石 川 県 植 田 実 咲

愛 知 県 丹 羽 咲 奈

和歌山県 和 田　　 梢

広 島 県 相 原　　 潤

大 分 県 福 永 大 輝

小学校４年

栃 木 県 澤 木 璃 玖

大 阪 府 田 中 瑛 麻

鳥 取 県 山 本 魁 人

岡 山 県 三　⻆　梨々華

山 口 県 勝 田 真 央

徳 島 県 趙　　 逸 静

福 岡 県 安 武 柑 奈

小学校５年

東 京 都 大 西　 裕 子

山 梨 県 西 室　 は な

石 川 県 山 下　 椋 子

岐 阜 県 小 森 美 咲

愛 知 県 手 嶋 一 心

鳥 取 県 長 石　　 凜

高 知 県 仲　田　萌々花

小学校６年

北 海 道 蓮　見　侑梨愛

山 梨 県 有 泉 拓 真

長 野 県 水 上 葉 優

兵 庫 県 北　居　由鈴名

和歌山県 増 田 亜 希

高 知 県 大 﨑 涼 夏

大 分 県 萩 原 悠 太

中学校１年

福 島 県 柳　沼　あさひ

栃 木 県 杉 田 大 翔

愛 知 県 石　原　瑛二郎

島 根 県 手 銭 愛 香

徳 島 県 川 下 二 葉

愛 媛 県 藤 本 麻 綾

佐 賀 県 岩 里 悠 生

中学校２年

北 海 道 本 間　　 遥

岐 阜 県 北 島 奈 々

京 都 府 小 林 百 花

島 根 県 國 谷 美 海

高 知 県 尾 仲 真 依

福 岡 県 堀 内 知 果

佐 賀 県 織　田　くれは

中学校３年

岩 手 県 紺 野 瞳 子

宮 城 県 及 川　　 竜

岐 阜 県 水 野 智 貴

鳥 取 県 博 田 紗 季

島 根 県 藤 原 鈴 菜

徳 島 県 勝 藤 鈴 乃

愛 媛 県 新 田 奈 穂

ＪＡ共済連会長賞・佳作

交通安全ポスターコンクールに貢献のあった学校
都道府県名 学　校　名
北 海 道 倶知安町立倶知安小学校
青 森 県 青森市立沖館小学校
岩 手 県 北上市立江釣子小学校
宮 城 県 涌谷町立涌谷中学校
山 形 県 金山町立金山小学校
福 島 県 白河市立白河中央中学校
茨 城 県 坂東市立岩井第二小学校
栃 木 県 壬生町立壬生中学校
群 馬 県 中之条町立中之条中学校
埼 玉 県 川越市立新宿小学校
千 葉 県 茂原市立西小学校
東 京 都 杉並区立大宮中学校
山 梨 県 富士吉田市立吉田小学校
新 潟 県 長岡市立中島小学校
富 山 県 入善町立入善西中学校
岐 阜 県 大野町立大野小学校
静 岡 県 牧之原市立相良小学校
三 重 県 鈴鹿市立白子小学校
滋 賀 県 甲良町立甲良西小学校
京 都 府 精華町立東光小学校
奈 良 県 田原本町立東小学校
和 歌 山 県 私立智辯学園和歌山小学校
鳥 取 県 鳥取大学附属中学校
島 根 県 松江市立津田小学校
岡 山 県 赤磐市立桜が丘小学校
広 島 県 三次市立八次小学校
徳 島 県 阿波市立久勝小学校
香 川 県 三豊市立和光中学校
愛 媛 県 西条市立西条北中学校
高 知 県 宿毛市立宿毛小学校
福 岡 県 北九州市立熊西中学校
長 崎 県 雲仙市立千々石第一小学校
熊 本 県 熊本市立飽田中学校
宮 崎 県 日向市立財光寺南小学校
鹿 児 島 県 日置市立吹上中学校

内閣府特命担当大臣賞、農林水産大臣賞、警察庁長官賞、
文部科学大臣賞受賞者在籍校

都道府県名 学　校　名
北 海 道 せたな町立久遠小学校
青 森 県 西目屋村立西目屋小学校
秋 田 県 八郎潟町立八郎潟小学校
宮 城 県 涌谷町立涌谷中学校
茨 城 県 境町立長田小学校
栃 木 県 大田原市立黒羽中学校
群 馬 県 前橋市立芳賀中学校
長 野 県 東御市立滋野小学校
島 根 県 江津市立渡津小学校
愛 媛 県 松山市立姫山小学校
鹿 児 島 県 西之表市立種子島中学校
沖 縄 県 宜野湾市立はごろも小学校

学　校　賞

優　秀　学　校　賞



49

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

第
44
回

応募状況・入賞数 〈交通安全ポスター〉
応募状況

項　目
都道府県名

学　　校　　数 応　　募　　点　　数
小学校 中学校 合　計 小学校 中学校 合　計

北 海 道 113 57 170 2,481 1,063 3,544
青 　 森 92 14 106 399 192 591
岩 　 手 55 20 75 2,348 102 2,450
宮 　 城 221 42 263 809 134 943
秋 　 田 27 12 39 301 60 361
山 　 形 5 0 5 19 0 19
福 　 島 338 54 392 1,856 239 2,095
茨 　 城 10 2 12 311 47 358
栃 　 木 240 81 321 1,113 169 1,282
群 　 馬 212 98 310 4,779 2,776 7,555
埼 　 玉 4 2 6 80 2 82
千 　 葉 367 67 434 6,289 1,109 7,398
東 　 京 3 3 6 3 69 72
神 奈 川 3 2 5 4 4 8
山 　 梨 145 52 197 1,484 1,619 3,103
長 　 野 247 56 303 5,192 878 6,070
新 　 潟 143 24 167 823 181 1,004
富 　 山 0 1 1 0 5 5
石 　 川 61 11 72 264 129 393
福 　 井 0 0 0 0 0 0
岐 　 阜 214 71 285 2,976 832 3,808
静 　 岡 406 89 495 6,114 1,371 7,485
愛 　 知 580 196 776 54,900 14,062 68,962
三 　 重 240 48 288 4,014 1,182 5,196
滋 　 賀 1 0 1 5 0 5
京 　 都 56 11 67 405 129 534
大 　 阪 2 0 2 2 0 2
兵 　 庫 4 0 4 8 0 8
奈 　 良 2 0 2 9 0 9
和 歌 山 116 26 142 1,426 638 2,064
鳥 　 取 80 11 91 454 189 643
島 　 根 69 22 91 534 270 804
岡 　 山 238 47 285 2,610 1,552 4,162
広 　 島 258 20 278 4,943 1,331 6,274
山 　 口 1 0 1 2 0 2
徳 　 島 154 45 199 4,402 2,104 6,506
香 　 川 1 5 6 1 21 22
愛 　 媛 211 47 258 4,207 582 4,789
高 　 知 43 15 58 280 123 403
福 　 岡 3 1 4 4 6 10
佐 　 賀 132 45 177 4,310 968 5,278
長 　 崎 2 1 3 9 20 29
熊 　 本 207 26 233 1,671 149 1,820
大 　 分 88 28 116 605 1,044 1,649
宮 　 崎 3 0 3 13 0 13
鹿 児 島 241 48 289 2,437 1,058 3,495
沖 　 縄 157 63 220 1,727 1,451 3,178
合 　 計 5,795 1,463 7,258 126,623 37,860 164,483

入賞数
項　目

都道府県名
内閣府特命
担当大臣賞

農林水産�
大 臣 賞

警察庁
長官賞

文部科学
大 臣 賞

家の光協会�
会長賞・　�
ちゃぐりん賞

金　賞 銀　賞 銅　賞 佳　作 合　計 優　秀�
学校賞 学校賞

北 海 道 1 1 3 5 1 1
青 　 森 1 1 2 4 1 1
岩 　 手 1 1 2 1
宮 　 城 1 1 2 1 1
秋 　 田 1 1 1 1 4 1
山 　 形 1
福 　 島 1 1 2 2 6 1
茨 　 城 1 1 2 1 1
栃 　 木 1 2 3 1 1
群 　 馬 1 1 1 3 1 1
埼 　 玉 1 2 1 4 1
千 　 葉 1 1 1 3 1
東 　 京 1 1 1
神 奈 川 1 1 2
山 　 梨 1 2 3 1
長 　 野 1 1 1 2 5 1
新 　 潟 1 2 3 1
富 　 山 1
石 　 川 1 3 4
福 　 井
岐 　 阜 1 2 3 6 1
静 　 岡 2 1 3 1
愛 　 知 1 2 3 6
三 　 重 1 1 1
滋 　 賀 1 1 1
京 　 都 1 2 1 4 1
大 　 阪 2 2
兵 　 庫 2 2
奈 　 良 1 1 1 3 1
和 歌 山 1 2 3 1
鳥 　 取 1 3 4 1
島 　 根 1 4 5 1 1
岡 　 山 1 2 3 1
広 　 島 1 1 2 1
山 　 口 1 1
徳 　 島 1 4 5 1
香 　 川 1
愛 　 媛 1 2 3 1 1
高 　 知 3 3 6 1
福 　 岡 2 2 1
佐 　 賀 1 2 2 5
長 　 崎 1
熊 　 本 1 1 1 3 1
大 　 分 3 3
宮 　 崎 1
鹿 児 島 1 1 1 1 4 1 1
沖 　 縄 1 1 2 1
合 　 計 3 3 3 3 6 9 18 27 63 135 12 35
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全国共済農業協同組合連合会

経営管理委員会会長

ごあいさつ

市村　幸太郎

ごあいさつ
審 査 報 告

　平成２７年度 ＪＡ共済 全国小・中学生 第５９回書道コンクール・第４４回交通安全ポスターコンクールの審査結果
の概要についてご報告します。

【第５９回書道コンクールについて】
１．応募状況
　　条幅の部　　　　　　113,776点
　　 半紙の部　　　　　1,284,699点
　　 　  計  　　　　　  1,398,475点
　　 参加都道府県数　　　47都道府県
２．全国コンクール応募状況
　　条幅の部　　　　　　　　403点
　　 半紙の部　　　　　　　　417点
　　 　  計    　　　　　　　　820点
３．審査経過
　（1）第一次審査会
　　 応募作品の中から学年ごとに、条幅の部、半紙の部、各15点、計270点を選出した。
　（2）第二次審査会
　　 ①学年ごとに一次審査で選出された 15 作品のうち小学生は上位 8 作品を選定し、下位 7 作品は佳作とした。
 中学生は上位7作品を選出し、下位8作品は佳作とした。
　　 ②小学生の上位8作品と中学生の上位7作品は下記のように順位を付けた。
 小学生は、上位7作品を上から順に1位→大賞　2位→全中会長賞またはちゃぐりん賞の各候補
 3位→金賞　4・5位→銀賞　6・7・8位→銅賞とした。
 中学生は、賞の繰り上がりがおこる為、銀賞と銅賞及び佳作に順位を付け、1位→大賞または全中会長賞
 2位→ちゃぐりん賞または金賞　3位→銀賞1位　4位→銀賞2位　5位→銅賞1位　6位→銅賞2位
 7位→銅賞3位　8位→佳作1位　15位→佳作次点とした。
　（3）最終審査会
　　 ①中学生・小学生高学年・中学年・低学年の順に、条幅の部・半紙の部の順に各賞の選定を行った。
　　②中学生は、各学年のちゃぐりん賞または金賞候補3点から最もすぐれた作品をちゃぐりん賞とし、
 選ばれた学年は以下、銀賞1位を金賞、銅賞1位を銀賞、佳作次点を佳作と繰り上げた。
 それ以外の学年は、2位→金賞　3・4位→銀賞　5・6・7位→銅賞　8～14位→佳作とした。
 また、各大賞候補3点から大賞を選定し、大賞とならなかった作品を全中会長賞とした。
 その後、大賞２点からそれぞれ農林水産大臣賞1点、文部科学大臣賞1点を選定した。
　　 ③小学生は、区分ごとに全中会長賞またはちゃぐりん賞候補2点からそれぞれの賞を選定し、
 その後、大賞2点からそれぞれ農林水産大臣賞、文部科学大臣賞を選定した。

【第４４回交通安全ポスターコンクールについて】
１．応募状況
　　小学生の部　　126,623点
　　 中学生の部　　  37,860点
　　 　　計　　　　164,483点
　　 参加都道府県数　47都道府県
２．全国コンクール応募状況
　　小学生の部　　　　　236点
　　 中学生の部　　　　　114点
　　 　　計　　　　　　　350点
３．審査経過
　（1）第一次審査会
　　規則に則り、交通法規の誤りおよび特定商標描写の有無等について審査した。
　（2）第二次審査会
　　 応募作品の中から学年ごとに15点ずつ選出し、その中から大賞1点、大賞またはちゃぐりん賞候補1点、 
　　 金賞1点、銀賞2点、銅賞3点を選定し、残り7点を佳作とした。
　（3）最終審査会
　　 ①第二次審査で選出された、「大賞またはちゃぐりん賞候補（9点）」の中から、区分ごとに大賞を1点ずつ 
 計 3点を選定して小学生低学年（1～3年生）4点、小学生高学年（4～6年生）4点、中学生（1～ 
 3 年生）4点を大賞とし、大賞とならなかった作品（6点）をちゃぐりん賞とした。
　　 ②上記①で選出された大賞から、各賞（内閣府特命担当大臣賞・農林水産大臣賞・警察庁長官賞・文部科 
 学大臣賞）を選定した。
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